
研修 評価    

研修名 一人ひとりが取り組む感染対策 

領 域 

 

ケアする力を高める

研修 

会場 新潟県看護研修

センター 

受講料 会 員：3,080円 

非会員：9,240円 

対 象 

 

学習段階レベル（Ⅰ・Ⅱ） 

募集数(80人)応募数(71人)参加数(71人)会員数(64人)非会員数(7人) 

日 時 令和 6年 6月 20日（木曜日）  10：00 ～16：00 

ねらい（目標） エビデンスに基づく感染対策の基本的な考え方を学び、看護実践につなげること

ができる 

講 師 目崎 恵  新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院 感染管理認定看護師 

内容・方法 

 

○講義内容 

標準予防策、感染経路別予防策、血管内留置カテーテル血流感染予防策 

尿道留置カテーテル陵ロ感染予防策 

○研修方法  講義及び演習 

結 果 

 

 

○参加者数  71名  89％  【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 100％） 

 ・理解度      100％  【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度 100％  【達成・未達成】 

○受講者の意見 

 ・病院での具体例もあげてくださり理解しやすかった 

 ・実践の根拠を再確認することができた 

 ・内容はわかりやすかったが、病院のシステムの問題もありすぐに改善できな

いものがあると感じた 

 ・内容はよかったがアンケートが強制的で不要だと思います 

評 価・総 括 ○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・研修会に参加された方全員が研修内容について理解されたという結果だった。

自由記載でも「わかりやすかった」「臨床がイメージしやすかった」「実践を振り

返られた」など肯定的な意見ばかりであった。 

○総括  

・病院のシステム的に難しい取り組みもあるという意見もあり、自病院ではどの

ようにすることで可能になるかを考えられるような研修となるとなお効果的なも

のになると考える。 

・アンケートを強制的と答えた方がいたため、強制ではないこと、今後の研修の

参考にアンケートは利用することを理解してもらえるよう説明が必要である。 

 

課 題 

 

・感染対策を自施設で実施するために障害となることを考えそれに対処できる方

法を考える時間をとる 

担当者 教育委員 

 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


